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筑後川水系河川整備計画の点検について

資料－４

～ 第３回 筑後川学識者懇談会 ～
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■河川整備計画点検の流れ

（１）これまでの点検経過

（２）整備計画の概要

（３）社会情勢の変化

（４）河川整備の進捗・実施状況

（５）河川整備計画内容の点検



（１）これまでの点検経過
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河
川
整
備
の
実
施

平成26年11月 筑後川学識者懇談会設立

平成26年度 河川整備計画内容の点検・事業再評価（前々回）

河川整備の進捗・実施状況社会情勢の変化

平成29年度 河川整備計画内容の点検・事業再評価（今回）

平成18年7月 筑後川水系河川整備計画 策定

河川整備の進捗・実施状況社会情勢の変化

小石原川ダム事業再評価

河川整備計画の一部変更

平成27年度 河川整備計画内容の点検・事業再評価（前回）



（２）河川整備計画の概要
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整備計画の目標

■昭和57年7月洪水と同規模（概ね50年に１回の確率で
発生する洪水規模）の洪水の安全な流下を図ることとし、
基準地点荒瀬（うきは市）における河川整備計画の目標
流量は、6,900m3/sとする。なお、支川については、
筑後川本川と整合のとれた治水安全度を確保することを
本計画の目標とします。

■若津観測所（大川市）において、観測開始以来の最高
潮位を記録した昭和60年8月の台風13号による高潮に
対する安全を確保することとし、河口（0k000）にお
いて標高6.0mの高さを確保します。

海岸堤防

高潮対策の目標高の範囲図 河道の整備目標流量図

治 水
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■流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、農業用水の必要量等を踏まえて、夜明地点において、

かんがい期でおおむね35m3/s～40m3/s程度と想定されていますが、河口部のノリの養殖、汽水域の生

態系等について更に調査・検討します。

また、支川における流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、必要に応じて調査・検討します。

■河川水の利用については、取水実態等の変化を踏まえ慣行水利権を許可水利権に変更するなど、更に適

正な水利用を目指します。また、平成17年4月に改訂された「筑後川水系水資源開発基本計画（通称：フ

ルプラン）」と整合をとり、水利用の安定化を目指します。

■河川環境については、治水、利水との調和を図りつつ、多様な動植物の生息・生育環境の保全・再生を

目指します。

■筑後川の歴史・文化等の地域特性を踏まえ、周辺の自然や町並み等と調和した良好な河川景観の形成を

目指します。

■水質については、環境基準を維持するとともに流域全体で更なる水質の向上を目指します。

■河川空間の利用については、秩序ある利用を維持し、河川の持つ多面的な機能が更に発揮されるように

します。

（２）河川整備計画の概要

整備計画の目標

利 水

環 境



（３）社会情勢の変化【気象状況の変化】

◆1時間降水量80mm以上の年間発生回数（1000地点あたり）

◆1時間降水量50mm以上の年間発生回数（1000地点あたり） 資料）気象庁資料より作成
・1時間降水量の年間発生回数
・全国約1300地点のアメダスより集計
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（３）社会情勢の変化【気象状況の変化】

◆1時間降水量80mm以上の年間発生回数（筑後川流域内12地点）

◆1時間降水量50mm以上の年間発生回数（筑後川流域内12地点） 資料）気象庁データより作成
・1時間降水量の年間発生回数
・筑後川流域内12地点のアメダスより集計
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S51～S63
平均2.69回

H1～H12
平均3.38回

H13～H28
平均4.80回



（３）社会情勢の変化【災害の発生状況】

○近年、豪雨や台風等により、各地で甚大な被害が発生している。

●：河川災害
●：土砂災害
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H29 九州北部豪雨（7月）
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（３）社会情勢の変化【災害の発生状況：H24年7月及びH29年7月出水】

■平成24年7月洪水では、小石原川、巨瀬川、隈上川及び花月川において浸水被害が発生。7月14日洪水では、小石原川、巨瀬川、
隈上川及び花月川の直轄管理区間において浸水面積1,022ha、浸水家屋604戸の浸水被害が発生した。
■平成29年7月洪水では、花月川の直轄管理区間において浸水面積86ha、床上浸水282戸、床下浸水562戸の浸水被害が発生し
た。

浸水被害状況

花月川7k7付近 浸水状況（日田市三和地区）

花月川3k8付近 浸水状況（日田市十二町）

巨瀬川の浸水被害状況

隈上川１k0付近（うきは市浮羽町西隈上：下御所橋）

巨瀬川 浸水状況（久留米市大橋町）
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平成24年九州北部豪雨による浸水被害の状況 平成29年九州北部豪雨による浸水被害の状況

洪水 河川
浸水面積

（ha）

浸水戸数（戸）

床上浸水 床下浸水

7月5日 花月川 86 282 562

洪水 河川
浸水面積

（ha）

浸水戸数（戸）

床上浸水 床下浸水

7月3日 花月川 121 414 306

7月14日

小石原川 256 0 13

巨瀬川 659 136

隈上川 28 61 112

花月川 79 101 181

計 1,022 604

隈上川の浸水被害状況

花月川の浸水被害状況

花月川の出水状況

浸水被害状況

花月川3k4右岸付近

洪水流下状況（日田市豆田地区）

花月川1k8右岸付近 護岸崩壊状況

（日田市十二町地区）

※.内水による浸水被害を含む

花月川3k8左岸付近

浸水状況（日田市豆田地区）花月川7k6右岸付近 溢水状況

（日田市三和地区）



9

平成27年9月 関東・東北豪雨

平成27年12月10日
大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について
～社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築に向けて～（答申）

平成29年6月19日 「水防法等の一部を改正する法律」が施行

平成27年8月28日
水災害分野における気候変動適応策のあり方について
～災害リスク情報と危機感を共有し、減災に取り組む社会へ～（答申）

平成28年8月 北海道・東北地方を襲った一連の台風等

平成29年1月11日
中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方について
（答申）

平成29年6月20日

水防災意識社会の再構築に
向けた緊急行動計画
～「中小河川等における水防災意識
社会の再構築のあり方（平成29 年1 
月）」等を踏まえた緊急対策～

水防災意識社会の再構築を加速化

孤立者を救助するヘリ

破堤箇所

鬼怒川の浸水被害の様子
（平成27年9月 関東・東北豪雨）

小本川の浸水被害の様子
（平成28年8月 台風10号）

（３）社会情勢の変化【近年出水を踏まえた河川行政の取り組み】



（３）社会情勢の変化【水防災意識社会再構築ビジョン】

■関東・東北豪雨を踏まえ、新たに「水防災意識社会 再構築ビジョン」として、全ての直轄河川とその沿川の
市町村（109水系、730市町村）において、平成32年度目途に水防災意識社会を再構築する取組みを行う。

住民が自らリスクを察知し主体的に避難できるよう、より実効性のある「住民目線のソフト
対策」へ転換し、平成28年出水期までを目途に重点的に実施。
「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する「危機管理
型ハード対策」を導入し、平成32年度を目途に実施。

<ソフト対策>

<ハード対策>

「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について」平成27年12月10日 社会資本整備審議会 答申
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■近年、洪水等の水災害が頻発・激甚化していることに対し、洪水等からの「逃げ遅れゼロ」と「社会経
済被害の最小化」を実現するため、多様な関係者の連絡体制の構築と既存資源の最大活用を図る「水防法等

の一部を改正する法律」が平成29年6月19日に施行。洪水時の逃げ遅れによる人的被害ゼロを期待。

（３）社会情勢の変化【水防法等の一部改正】

平成29年6月19日 「水防法等の一部を改正する法律案」の施行

水防法等の一部改正



逃げ遅れゼロの実現 社会経済被害の最小化

浸水実績等の把握及び水害リスク情報の周知

管理者等による避難確保計画策定等の義務化

浸水被害軽減地区の指定委託を受けて水防活動を行う民間事
業者へ緊急通行等の権限を付与

 洪水氾濫による被害の軽減
を図るため、ハード・ソフ
ト一体となった対策につい
て多様な関係者が密接な連
携体制の構築を目指す。

 国及び都道府県知事は、水
防法に基づき指定した洪水
予報河川・水位周知河川に
ついて、協議会を組織する。

 要配慮者利用施設に避難確保計画の策定、避難訓練の実施を義務化。

 市町村長による浸水実績等の把握（河川管理者は、市町村長に
必要な援助）。

 水害リスク情報をハザードマップとして配布、電柱や看板等へ
の記載、インターネットでの公表などを通じて周知。

 都道府県知事等から要請を受け、高度の技術力を要する災害復旧、
改良工事・修繕を代行（費用負担は都道府県知事等が自ら実施す
る場合と同じ）。

 平成29年7月九州北部豪雨災害において福岡県管理河川（赤谷川
等）で堆積土砂や流木の除去に着手（国による初の権限代行）

 民間事業者は、水防管理者か
ら委託を受けた水防活動の範
囲内に限り、緊急通行（法19
条）、公用負担（法28条）の
権限を行使可能。

福岡県赤谷川被害状況

小本川及びその支川での関連被害
・死者9名（高齢者施設）
・床上558戸、床下44戸

岩手県小本川被災状況
（台風10号H28.8.30）

筑後川上流部大規模氾濫に関する
減災対策協議会 実施状況

• 既存の輪中堤防等の資源を
最大限に活用する見地から、
水防管理者が、浸水の拡大
を抑制する効用があると認
められるものを浸水被害軽
減地区として指定

国等による工事の権限代行
※水機構による代行はフルプラン水系内のダムに限定

大規模氾濫減災協議会制度の創設

12

（３）社会情勢の変化【水防法等の一部を改正する法律のポイント】
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■流域内の人口及び想定氾濫区域内の人口は、ほぼ横ばいとなっている。
■河川整備計画策定後、基準地点において河川整備計画を上回る洪水は発生していない。
■流域内の土地利用は、宅地11％、農地26％、山地等63％となっている。

S51 H9

H21

：  山林

：  田畑等

：  宅地等

凡　　例

※．流量は、荒瀬地点で実際に観測した値に、上流域のはん濫で溢れた量とダムの洪水調節
で減らした量を加えた推算値である。

社会情勢の変化

年最大流量の変化 土地利用状況の変化

（３）社会情勢の変化【流域内の状況の変化】
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■筑後川本川に隣接する地域では、宅地化や工業団地（大規模工場）、商業施設等の立地が進んでいる。
■ＪＲ久留米駅周辺は、平成23年の九州新幹線の開通に伴い、開発が進んでいる。

流域の開発状況

平成22年撮影平成18年撮影平成2年撮影

平成18年撮影

大杜地区

合川地区

← 筑 後 川
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平成22年撮影

JR久留米駅

新幹線
（H23年3月開通）JR久留米駅

（３）社会情勢の変化【開発状況】

平成2年撮影

大杜地区

合川地区

← 筑 後 川

JR久留米駅



区
分

項目
年間推計値

（千人）
利用状況の割合
（平成26年度）

スポーツ 694

釣り 120

水遊び 85

散策等 937

合計 1,836

水面 72

水際 133

河川敷 1,216

堤防 415

合計 1,836

利
用
形
態
別

利
用
場
所
別

スポー

ツ 38%

釣り 6%
水遊び…

散策等

51%

水面 4%

水際 7%

河川敷

66%

堤防

23%

15

■河川空間を活用したイベントやレジャー、環境学習や自然体験活動等の場として、継続的な利用が行われてい
る。

久留米リバーサイドパーク（久留米市）

鵜飼（うきは市、朝倉市）

花火大会（久留米市）

屋形船（日田市）

筑後川Ｅボート大会（久留米市）

城原川ハンギー祭り（神埼市）

高良川環境調査（久留米市）

三隈川ボート大会（日田市）

河川利用の状況

河川空間利用実態調査結果（平成26年度調査）

○各調査日の河川空間利用者数

○年間河川空間利用状況

花月川の千年明かり（日田市）

（３）社会情勢の変化【河川の利用状況】
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（４）河川整備計画の進捗・実施状況 【河川改修事業】
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当面の整備予定等【河川改修事業及びダム事業】

事業実施箇所位置図



（４）河川整備計画の進捗・実施状況 【河川改修事業】
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（紅粉屋地区）完成：平成２３年度
（犬井道地区）着手：平成２６年度～

高潮区間では、堤防の高さが低く、昭和60年台風13号及び平成11年台風18号による高潮浸水被害が発生したため、
重点的、緊急的に整備を行っている。

整備の実施状況（高潮対策）

台風による高潮被害（平成11年9月）

犬井道地区

紅粉屋地区の整備

犬井道地区の整備イメージ

台風による高潮被害（平成18年9月）

早津江川

紅粉屋地区（H26.4）



（４）河川整備計画の進捗・実施状況 【河川改修事業】

筑後川中流部は、堤防の高さ・幅が不足する区間が多く残っている。特に久留米市街部を要す区間は、治水上の緊急性
が高いことから、これまで重点的に合川地区や大杜地区等の堤防整備を実施してきた。引き続き、瀬ノ下地区、高野地
区、北野地区等で堤防整備を実施している。

整備の実施状況（筑後川中流部改修）

凡例

完成

整備・調査中

23/000

24/000

25/000

26/000

27/000

28/000

29/000

30/000

31/000

32/000

33/000
34/000 35/000

36/000

37/000

38/000 39/000

40/000

大杜

神代橋

宮の陣橋

久留米大橋

二千年橋長門石橋

豆津橋

合川橋

北野

瀬ノ下

合川

木塚

高野
たかの おおと

きたの

あいかわ

きづか

せのした

41/000

整備済
整備
済

東櫛原 Ｈ26
完

Ｈ25～

Ｈ21～

Ｈ25～

H24完

H25完

H25完

H20以前完

ひがしくしはら

善導寺

H20以前
完

ぜんどうじ

大城橋

筑後川橋

6000

水天宮から上流を望む

瀬ノ下地区

18

瀬ノ下地区築堤完了箇所



0k

8k

国管理区間
×

堤防決壊箇所（7/3）

凡　　例

７月３日　浸水範囲

越水箇所（１３箇所）

×

凡 例

：築堤

：堰・橋・樋管

：河道掘削

2k

6k

4k

H29築堤

H29城内頭首工

H29築堤

平成24年7月3日と14日の梅雨前線豪雨により、花月観測所で84mm/hを記録し、基準地点（花月）において2度にわたって、
氾濫危険水位（3.35m）を越える洪水が生じた。この洪水により、堤防決壊等による甚大な浸水被害が発生したことから、激特事
業に採択され、平成24年度より事業に着手し、H29.3末現在の進捗率は約84％であった。

整備の実施状況（花月川激甚災害対策特別緊急事業）

〔激特採択時の内容〕

○総事業費：91億円 ○事業期間：平成24年度～概ね5年間
○事業区間：花月川0k000～8k700 【平成29年3月末進捗率：約84％】 着工前

夕田橋架替

（４）河川整備計画の進捗・実施状況 【河川改修事業】
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着工前 工事完了

地蔵元橋下流河道整備

工事完了

：着工前の堤防位置

H24.7.3洪水
最高水位（推定）

堤防整備

堤防整備
河道掘削

■ 8k000地点【地蔵元橋下流】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
うよ



筑後川水系花月川における激特事業の効果

（４）河川整備計画の進捗・実施状況 【河川改修事業】

1７

■ 激特事業では、築堤（川幅を部分的に約1.5倍）、河道掘削（高水敷を約2ｍ切り下げ）、橋梁架替、固定堰の撤去などの対策
を実施することとしており、平成24年7月出水と同規模の降雨があった場合、川の水位を約1.4m程度低下させ氾濫を防止するも
のであり、平成28年度末までに概ね完了していた。
■今回の大雨では平成24年7月出水と比べて約1.6倍もの降雨となったが、これまでの治水対策により浸水面積は約3割減、床上
浸水家屋数は約3割減とすることができた。

20

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
うよ



（４）河川整備計画の進捗・実施状況【維持管理対策】
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維持管理対策の実施状況
（河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持）

■調査等の継続
・流量観測等を継続して実施。
・水利権量の把握・管理を継続して実施。
・筑後川下流（汽水域）特有の魚類、底生動物の生

息調査を継続して実施

■渇水時の対策
・渇水については、関係機関で構成する「筑後川水

系渇水調整連絡会」を定期及び渇水時に必要に応
じて開催し、渇水時は取水制限や水源施設の運用
に関する議論を行い、渇水被害の軽減に努めてい
る。

H26.5.27 筑後川水系渇水調整連絡会

シオマネキエツ

維持管理対策の実施状況
（河川環境の整備と保全）

■動植物の生息・生育環境の保全
・河川水辺の国勢調査の実施と結果の公開

○河川水辺の国勢調査結果の公表
河川環境データベース
（http://mizukoku.nilim.go.jp/ksnkankyo ）

○河川水辺の国勢調査の実施状況（●実施済、◎実施中、○実施予定）

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

魚類 ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ●

植物 ● ● ● ●

鳥類 ● ● ●

両生・爬虫・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類等 ● ● ● ●

環境基図 ● ●

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 備考

魚類 ● ○ ○ 1回/ 5年(基本)

底生動物 ● ○ ○ 1回/ 5年(基本)

植物 ○ 1回/10年(基本)

鳥類 ● ○ 1回/10年(基本)

両生・爬虫・哺乳類 ● ○ 1回/10年(基本)

陸上昆虫類等 ○ 1回/10年(基本)

環境基図 ◎ ○ 1回/ 5年(基本)



（４）河川整備計画の進捗・実施状況 【維持管理対策】
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■筑後川河川事務所では、堤防延長約350km、樋管・水門・堰・排水機場等約400施設を管理しており、治水、
利水、環境を目的として、河道、堤防、施設、流水、空間の管理を実施している。

維持管理対策の実施状況

水質事故対応平常時巡視

施設の補修

堤防の除草

施設の点検

堤防の補修を実施

河川形状を定期的に計測して
変化を把握

土砂堆積・樹木繁茂状況
河川が変化することで治水能力低下 樹木伐採、土砂撤去の実施

堤防の点検（状態の把握）

地域住民連携によるゴミ拾い 外来種の駆除

①河道管理：土砂堆積や深掘れ、樹木繁茂などの河川の変化を把握し、治水能力が低下
しないように河道を管理する。

②堤防管理：堤防は古くから築造され、質・強度ともに不均一のため、定期的に巡視や
点検を行い、 異常の早期発見に努める。

④流水管理：安全で安定した水利用と環境を維持
するため、河川流量や水質を監視し
する。また、河川にオイル等が流出
した場合は、関係機関と連携し、速
やかに回収する。

③施設管理：洪水時に堰、水門、排水機場等の操作を実施するとともに、定期的な点検
や補修を行い、確実に機能発揮できるよう施設を管理する。

⑤空間管理：地域住民が安全・快適に利用できる
ように定期的に巡視し、状態監視を
行う。また、環境維持のためゴミ拾
いや外来種の駆除等を地域住民と連
携して行う。



（５）河川整備計画内容の点検 【結果】

【対応方針（案）】
・整備計画に定められた河川整備を継続して実施する必要がある。
・平成29年７月出水の被害状況等を踏まえ、速やかに河川整備計画

の一部変更を行う必要がある。

平成18年7月 筑後川水系河川整備計画 策定

平成29年11月 筑後川水系河川整備計画 点検 （今回）

河
川
整
備
の
実
施

河川整備の進捗・実施状況

社会情勢の変化

■平成２４年７月九州北部豪雨を契機に、緊急的な集中投資により河川整備を実施中の花月川
において、平成２９年７月九州北部豪雨により、多数の家屋浸水被害が発生した。

■関東・東北豪雨等による甚大な被害を踏まえ、水防災意識社会再構築の取り組み、防災・減
災に関するハード・ソフト一体となった対策等が求められている。

■流域内の人口・土地利用の大きな変化はみられない。

■河川空間を活用したイベントや小学校等との環境学習の場など継続的な利用が行われている。

■河川改修事業を継続して実施中である。

■河川管理施設の適正な維持管理を実施中である。

■自然学習、河川情報の共有化等、関係機関と連携し地域とのコミュニケーションを推進し
ている。

■大規模氾濫に関する減災対策協議会を設置し、減災のための目標達成に向けた取り組みを
推進している。
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